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データシェアリング等を活用した麦・大豆生産を支援する新たな農業支援サービス
の実証
約107ha（2経営体合計）、うち実証面積92ha（大麦44ha、大豆48ha）

　　　　　（株）アグリとくみつ、（農）大長野水稲生産組合（石川県白山市、能美市）
実証課題名

経 営 概 要

★

導入技術 ①センシング画像を広域収集する新サービス②管理作業の通知やほ場情報の見える化を行う農作
業・ほ場管理アプリ③生育調査等のデータを活用する農業情報クラウド

労働時間20％削減、ICTなどを活用したデータ駆動型農業により生産性１０％向上目　　標

地域版農業情報クラウド

① ② ③

石川県農林総合研究センター農業試験場　（e-mail：nk-kika＠pref.ishikawa.lg.jp）問い合わせ先

3 事業終了後の普及のための取組
○本実証で構築した仕組み・新サービスの効果をセミナーや現地見学会、成果報告会等を通じて、県内外に広くＰＲし、導入・普及拡大を図る。
○実証内容の横展開と定着に向けては、コンソーシアムメンバーが『スマートサポートチーム』を結成して新たに導入を行う産地の活用を支援する
取組を展開する（R4年度スマート農業技術活用産地支援事業）。

1 目標に対する達成状況
〇マルチコプター型ドローン 1台当たり約 1,000ha/ 日の広域画像を収集する手法を確立
〇ドローンで収集した画像（センシングデータ）を地域の農業者などがデータシェアリングする広域画像収集プラットフォームを構築し、新サービ
スとして提供を開始
〇データを活用して収穫適期判断や追肥判断を行うことで、大麦・大豆の単収が向上し、経営体の収益性が向上することを確認

2 導入技術の効果
ドローンによる広域画像収集 広域画像収集プラットフォーム

ドローン画像による生育診断 大麦・大豆の収量向上

●マルチコプター型ドローンにより、1 台当たり約 1,000ha/1 日の
広域画像収集を実現するノウハウを確立

●ドローン画像を活用して、大豆や大麦の収穫適期判断や追肥判断が
可能なことを確認

●ドローンによる広域画像収集の翌日には地域の農業者がデータを
シェアリングできる仕組みを構築し、新サービスとして提供を開始

●データを活用して収穫適期判断や追肥判断を行うことで、大麦・大
豆の単収が向上し、経営体の収益性が向上することを確認

実証成果
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生産規模の異なる花き球根生産者を広域連携する球根版スマート農業サービスの確立

712a（花き球根164a、水稲548a ）　うち実証面積：花き球根48.8a

　　　　（農）富山東部球根プラント組合ほか（富山県砺波市ほか）

実証課題名

経 営 概 要 ★

花き球根類スマート農業実証コンソーシアム （e-mail：fujioka＠tba.or.jp）問い合わせ先

3 事業終了後の普及のための取組
○収穫時の球根こぼれにおける課題解決により、作業時間及び作業請負料金の低減を図る。また、軽減された家族労働時間により、スマート農業技
術に特化した球根栽培の面積を拡大し、所得向上を図る。
○圃場間移動における安全性・効率性のため、圃場の集積化に取り組むとともに、スマート農業技術を最大限活用する「小球生産の団地化によるリレー
生産方式」にも取組み、地域連携型体制の構築を具現化していく。

導入技術 ①球根植付ロボット、②球根収穫ロボット、③営農支援ツール、④気象・土壌モニタリングシステム

植付および収穫ロボット作業時間５時間/10a、作業請負料金186,700円 /10a、単収増加率27％目　　標

1 目標に対する達成状況
〇 植付ロボットによるチューリップ作業時間　1.7 時間 /10a　( 慣行 18時間→目標２時間）目標達成
〇 収穫ロボットによるチューリップ作業時間　3.8 時間 /10a（慣行 32時間→目標３時間）やや及ばず 
〇 スマート農機作業請負料金　237,000 円 /10a （植付・収穫作業、オペ代含み）やや及ばず
〇 ネット栽培方式により、48％の単収向上 (慣行 22,000 球 /10a→実績 32,675 球 /10a）目標達成

2 導入技術の効果
作業請負料金 植付・収穫作業の労働時間

球根出荷単収 情報共有による請負作業の運用

●多品目拡大により作業負担面積は植付 14ha、収穫 6.9ha となり、
作業請負料金は 237,000 円 /10a まで低減される。

●植付と収穫作業で、労働時間を導入前より最大 75％効率化
　（作業員数、植付・収穫、圃場間移動、設定、供給・回収等含む）

●慣行の条播から実証のネット散播で、植付密度の増加、肥効ロスの低
減効果により、球根単収は慣行対比で 48％増加した。

●営農支援ツールによる情報共有で、悪天候時の作業変更がスムーズ
に対処できた。また利用者拡大で安全性や効率性の課題が残った。

① ② ③

実証成果
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